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山岳救助研修会2026

救助技術の前に、自らの安全確保を。
現場で役立つ山岳救助技術を、段階的に学ぶ実践研修会

山岳救助、捜索活動に求められる安全管理能力と
救助技術の向上を目的とした実践型研修会です。
警察・消防・山岳救助隊・山岳ガイドなど、現場で活
動する指導者や救助関係者を対象に、少人数制で
実践的な技術習得を目指します。

現場で使える実践的な技術
少人数で丁寧な指導
反復訓練で確実に身につける
修了証を発行（アドバンスコース）
国立登山研修所講師が主体

研修の特徴
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ベーシックコースⅠ
進入と安全確保

ベーシックコースⅡ
確保・引上げ・搬送

アドバンスコース
総合実践（3日間）

安全に現場へ到達し状況に合わせ
活動する技術を学ぶ

傷病者を安全に確保し搬送する技
術を学ぶ

捜索から搬送までをチームで完遂
する総合力を養う

主な内容 主な内容 主な内容

○斜面での安全な登下降
○アンカー構築とロープワーク
○自己確保と懸垂下降
○介添え救助のショートロープ技術

○スタカットビレイによる確保技術
○引上げ・吊り降ろし
○背負搬送でのショートロープ技術
○シチュエーションを変えた反復訓練

○シナリオトレーニング
○捜索・救助活動の計画と実践
○引上げ・吊り降ろし・固定ロープ
○現場判断とリーム運営

対象

山岳救助に関心があり、基礎から学
びたい方。エイトノット、クローブヒッ
チ、ムンターヒッチ、プルージックを
マスターしている方。

対象 対象

ベーシックコースⅠ修了者、または
同等の技術を有する者

山岳救助活動の経験者・警察・消防・
山岳救助隊・山岳ガイドなど

日帰り（各回３～12名）
研修費：25,000円（税込）

日帰り（各回３～12名）
研修費：25,000円（税込）

3日間（定員３～12名）
研修費：70,000円（税込）

開催日程

10/07（水） 関西・六甲山 10/08（木） 関西・六甲山
10/１４（水） 東海・水晶山  10/15（木） 東海・水晶山
10/21（水） 関東・岩殿山 10/22（木） 関東・岩殿山
１１/１１（水） 信州・物見岩 １１/１２（木） 信州・物見岩
＊雨天決行ですが、荒天の場合は中止または内容変更
＊研修費の他に必要になる費用はありません。

ベーシックコースⅠ アドバンスコースベーシックコースⅡ

10/27-29（火水木） 国立登山研修所
＊10/27 8：30山野スポーツセンター集合
＊10/29 16：00山野スポーツセンター解散
＊改装中のため宿泊は山野スポーツセンター
＊研修費の他に宿泊費・施設利用料・食費として

１０，０００円程の現地費用が必要になります。

対象者 (公社)日本山岳ガイド協会ガイド
公的機関や民間団体の山岳救助関係者
現役・元・国立登山研修所講師
（公社）日本山岳ガイド協会
国際ガイド／山岳ガイド

講師

主催：（一社）日本山岳レスキュー協会 後援：（独法）国立登山研修所
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